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３月定例会

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て

学
ぼ
う
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 北村⼭⾼校の特⾊は、地域との連携です。令和５年度から「コミュニティ
スクール」として、学校運営協議会を⽴ち上げ、これまでの尾花沢市・⼤⽯⽥町
との連携をより密にして⽣徒が「地域をフィールドにして学ぶ」学校づくりを⽬
指しています。
 令和５年度は、コロナ禍で制限されてきた学校⾏事や、地域活動に取り組ん
だ１年です。４年ぶりの「尾花沢花笠まつり」への参加では、「踊り屋台曳き」
や「清掃活動ボランティア」「花笠おどりパレード」で、祭りを盛り上げました。
学園祭では地域の⼀般の⽅に多くご来場いただき、⽣徒の活動の様⼦をご覧
いただきました。
 今後も、地域での学びを活かし、地域社会の活⼒ある発展に貢献し、⽣き
⽣きと活動する⻘年の育成に向け取り組んでいます。地域の皆さんの励ましの
声をいただければ幸いです。

踊り屋台曳き 新⼊⽣を歓迎 クラスマッチ開会式

AI甲⼦園で受賞した情報処理部

発行／山形県尾花沢市議会　編集／議会だより編集委員会
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花笠踊りパレードに参加

学校紹介

Ａ
Ｉ
甲
子
園
で

審
査
員
奨
励
賞

を
受
賞

 ３⽉20⽇に⼭形市で⾏われた第４回 AI甲⼦園in⼭形
にて審査員奨励賞を受賞しました。情報処理部は、尾花
沢市の課題である降雪対策に着⽬し、AIを⽤いた降雪量
の予測というテーマに取り組みました。会場でのプレゼ
ンテーションが審査員に評価され、奨励賞を受賞しまし
た。このテーマの探究にあたっては、尾花沢市商⼯観光
課の職員に継続的な指導・助⾔をいただき、研究をまと
めることができました。
 今後も、広く市⺠の皆さんに活動の様⼦を広報してい
きたいと思います。地域課題の解決に向けた探究活動を
引き続き⾏っていきたいと思います。

 探究型学習として、２年次に「考究基礎」、３年次に
「考究実践」を⾏っています。考究基礎で、地域の課題
解決のためのテーマを設定し、３年次の考究実践の学習
で、１年間かけて学習を⾏い、課題解決のための実践を
⾏っていきます。尾花沢市や各企業、団体などの指導者
の⽅から指導・助⾔をいただき、中間発表を経て、最終
プレゼンテーションで発表します。
 取り組んだテーマとして、「徳良湖の魅⼒をPRするに
は」、「特産品のそばの良さを知ってもらう」、「スポーツ
の⼒で地域を元気
にする」、「地域の
⾃然環境について」
などがあります。
 発表会では、「そ
ばガールズ」の取り
組みも含め、⼀年間
の成果をお伝えし
ました。

地域考究学習を実施

発表会の様⼦
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過去最大 令和６年度  一般会計予算 賛成多数で可決！
一般会計予算 143億7000 万円   前年比12.8％増

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
29
日
か
ら
始
ま
り
３
月
21
日
ま
で
の
22
日
間
で
開
か
れ
、
令
和
６
年
度
予
算
の
審
議
に

つ
い
て
は
、
一
般
会
計
予
算
案　
賛
成
８
・
反
対
５
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
補
正

予
算
７
件
、
条
例
の
制
定
及
び
設
定
16
件
、
委
員
の
選
任
、
推
薦
、
任
命
の
人
事
案
件
４
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
閉
会
中
の
各
常
任
委
員
会
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
所
管
事
務
調
査
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

一般会計
歳入歳出総額 143億7,000万円

尾花沢市国民健康保険特別会計
歳入歳出総額 20億8,583万円

中央診療所施設勘定
歳入歳出総額 3億8,826万円

尾花沢市介護保険特別会計
歳入歳出総額 19億8,014万円

尾花沢市後期高齢者医療保険特別会計
歳入歳出総額 2億4,453万円

事業会計
尾花沢市簡易水道事業会計

収益的収入支出総額 2億2,533万円
資本的収入支出総額 1億6,644万円

尾花沢市農業集落排水事業会計
収益的収入支出総額 7,799万円
資本的収入支出総額 4,295万円

令和６年度  予算一覧 令和５年度  補正予算一覧

公営企業会計に２会計移行 公営企業会計は、現金の収入、支出のみを把握する一般会計
とは異なり、民間の企業会計と同様に損益計算書や貸借対照
表などの財務諸表を作成する複式簿記となる。・簡易水道事業会計　・農業集落排水事業会計

一般会計補正予算
　　　　　　　　歳入歳出補正額	 ５９,１０２万円

　　　　　　　　歳入歳出総額	 １,５２８,０８６万円

尾花沢市国民健康保険特別会計補正予算
　　　　　　　　歳入歳出補正額	 ▲５７３万円

　　　　　　　　歳入歳出総額	 ２１０,２１３万円

尾花沢市簡易水道特別会計補正予算
　　　　　　　　歳入歳出補正額	 ▲８８９万円

　　　　　　　　歳入歳出総額	 ２８,６０３万円

尾花沢市農業集落排水事業特別会計補正予算
　　　　　　　　歳入歳出補正額	 ▲１２０万円

　　　　　　　　歳入歳出総額	 ９,４８１万円

尾花沢市介護保険特別会計補正予算
　　　　　　　　歳入歳出補正額	 ８,７５９万円

　　　　　　　　歳入歳出総額	 ２０６,３２１万円

尾花沢市後期高齢者医療保険
　　　　　　　　特別会計補正予算
　　　　　　　　歳入歳出補正額	 １００万円

　　　　　　　　歳入歳出総額	 ２３,７５７万円

３月
定例会
2024

01　保育料完全無償化事業
経済的負担を感じず安心して子育てできる環境を構築するため、当該区分の
保育料を無償化する（延長保育については、これまでどおり徴収）

02　家計応援ごっつお券発行事業
市内各飲食店で使用できる「家計応援ごっつお券」を全世帯に発行し、支援
を図る

03　帯状疱疹予防接種費用助成事業
ワクチンの接種を希望する 65歳以上の方に助成

04　大相撲開催事業
1 1 年ぶり３回目の大相撲尾花沢場所を開催

05　新規就農者確保対策事業
就農希望者の開拓から就農までを体系的に支援する体制を整備し、新規就農
者のステップアップの支援を行う（「尾花沢すいか農学校」の開校等）

注目事業
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賛否討論

　

議
第
7
号
令
和
6
年
度
尾
花
沢
市
一
般
会
計
予
算
に
賛
成
の
立
場
で

討
論
を
い
た
し
ま
す
。

　

予
算
に
反
対
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
緊
急
動
議
を
か
け
て
、
予
算
の
修

正
、
組
み
換
え
、
付
帯
決
議
を
す
べ
き
で
あ
る
。
予
算
は
、
過
去
最
大

の
規
模
だ
が
、
予
算
編
成
す
る
に
あ
た
り
、
一
般
財
源
の
支
出
額
を
前

年
度
比
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
に
編
成
努
力
を
行
っ
て
お
り
、
当
局
の
職
員
の
智

慧
と
工
夫
の
中
で
つ
み
あ
げ
た
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
増
加
要
因
は
、
統
合
小
学
校
建
設
、
消
防
の
通
信
指
令

セ
ン
タ
ー
共
同
運
用
負
担
金
、
村
山
北
部
地
区
国
営
施
設
機
能
保
全
事

業
負
担
金
の
投
資
的
経
費
計
10
億
５
７
０
０
万
円
で
す
。

　

歳
入
の
地
方
債
で
す
が
、
９
つ
の
地
方
債
で
合
計
17
億
２
５
０
０
万

円
を
借
金
し
ま
す
。
実
負
担
額
と
し
て
、
3
割
の
5
億
６
９
０
０
万
円

と
な
り
、
一
般
財
源
の
負
担
軽
減
、
有
利
な
地
方
債
を
使
用
す
る
な
ど

限
り
あ
る
財
源
を
有
効
に
利
用
す
る
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

財
政
の
指
標
と
な
る
実
質
公
債
比
率
で
す
が
、
令
和
4
年
度
決
算

ベ
ー
ス
で
8
・
1
％
。
起
債
許
可
団
体
に
な
る
18
％
か
ら
は
大
き
な
開

き
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
大
型
事
業
を
踏
ま
え
た
、
令
和
9
年
、
10
年

が
13
・
3
％
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
以
降
穏
や
か
に
下
が
っ
て
い
く
予
想

で
す
。

　

将
来
負
担
比
率
も
、令
和
4
年
が
44
・
7
％
、一
番
高
く
な
る
年
度
が
、

令
和
11
年
が
ピ
ー
ク
で
１
４
４
・
2
％
、
そ
れ
以
降
は
下
が
り
、
早
期

健
全
化
基
準
と
さ
れ
る
３
５
０
％
か
ら
は
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま
す
。

　

基
金
の
推
移
は
、
減
債
基
金
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
、
財
政
調
整

基
金
、
ふ
る
さ
と
納
税
応
援
基
金
等
が
あ
り
ま
す
が
、
基
金
の
額
と
し

て
、
令
和
5
年
度
が
38
億
７
０
０
０
万
円
あ
り
10
年
後
の
令
和
15
年
で

15
億
３
７
０
０
万
円
の
残
額
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
基
金
な
ど

を
活
用
し
な
が
ら
、
財
政
の
硬
直
化
を
防
い
で
予
算
編
成
が
で
き
る
と

試
算
さ
れ
る
た
め
、
予
算
に
賛
成
で
あ
り
ま
す
。

　採決は 　　  ８対５！ 賛成多数
よって議第７号Ｒ６年度一般会計予算は原案通り可決しました。

　

令
和
６
年
度
予
算
は
、
前
年
度
対
比
12
・
８
％
増
の

１
４
３
億
７
０
０
０
万
円
と
過
去
最
大
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
歳
入
で
す
が
、
自
主
財
源
と
な
る
市
税
や
国
庫
補
助
金
が

減
少
す
る
中
、
ふ
る
さ
と
尾
花
沢
応
援
寄
附
金
を
、
34
％
増
の

13
億
４
０
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。
返
礼
品
の
多
く
は
、ス
イ
カ
、牛
肉
、

コ
メ
な
ど
で
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
リ
ス
ク
も
大
き
く
、
寄
附
金
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
組
織
体
制
の
強
化
や
返
礼
品
の
戦
略
的
見
直
し
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
市
債（
借
金
）に
つ
い
て
は
、
81
・
６
％
増
の
17
億
２
５
１
０

万
円
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
急
激
な
人
口
減
少
を
考
え
れ
ば
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
財
政
負
担
は
ま
す
ま
す
重
く
な
り
、
起
債
の
全
額
を
借

入
で
き
な
い
リ
ス
ク
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
般
財
源
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
行
政
評
価
な
ど
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
、
現
在
の

事
務
事
業
の
見
直
し
を
最
優
先
す
べ
き
で
す
。

　

次
に
、
歳
出
の
徳
良
湖
周
辺
施
設
整
備
事
業
費
で
す
が
、
昨
年
度
か

ら
３
年
間
で
、
１
億
３
４
０
０
万
円
を
か
け
て
２
・
５
ha
を
全
面
芝
張

り
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
、
必
要
性
、
有
効

性
、
効
率
性
の
視
点
か
ら
事
業
を
見
直
す
べ
き
と
声
が
大
き
く
、
も
っ

と
市
民
生
活
に
密
着
し
た
、
緊
急
性
の
あ
る
事
業
を
優
先
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
建
設
費
に
６
億
８
７
９
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
な
ど
基
本
設
計
の
変
更

を
求
め
る
声
が
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。建
設
工
事
あ
り
き
で
は
な
く
、

市
民
と
の
合
意
形
成
を
最
優
先
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

予
算
は
、
市
長
や
私
た
ち
市
議
会
議
員
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
恩

恵
を
受
け
、ま
た
そ
の
負
担
を
背
負
う
市
民
一
人
ひ
と
り
の
も
の
で
す
。

私
は
、
市
政
研
究
会
を
代
表
し
、
今
後
の
財
政
計
画
の
公
表
を
求
め
、

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
に
反
対
し
ま
す
。

徳良湖の
全面芝張り工事
などに反対！

当局の
知恵と工夫の
予算に賛成

菅藤 昌己 議員

青野 隆一 議員

そ
し
て
、
３
月
21
日

本
会
議　
　

。

こ
れ
ま
で
、
予
算
特

別
委
員
会
で
総
括
質

疑
を
行
い
、
３
日
間

の
分
科
会
で
予
算
の

審
査
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

賛
成
と
反
対
の
意
見

を
以
下
紹
介
し
ま
す
。

Ｒ６年度
一般会計予算

議第７号 賛否討論

賛成

反対

青野隆一 伊藤　浩 鈴木由美子 土屋範晃 鈴木　清 菅藤昌己 畑中和恵 髙橋隆雄 安井一義 菅野喜昭 和田　哲 星川　薫 大類好彦 菅野修一
× × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長

賛否状況　　・議第７号 令和６年度尾花沢市一般会計予算（賛成：８　反対：５）

令和６年 3 月定例会  議案一覧
議案番号 審　議　し　た　議　案　等 審議結果

議第１号 令和５年度尾花沢市一般会計補正予算（第９号）

可決
（全会一致）

議第２号 令和５年度尾花沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
議第３号 令和５年度尾花沢市簡易水道特別会計補正予算（第４号）
議第４号 令和５年度尾花沢市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）
議第５号 令和５年度尾花沢市介護保険特別会計補正予算（第３号）
議第６号 令和５年度尾花沢市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第３号）

議第７号 令和６年度尾花沢市一般会計予算 可決 
（賛成８・反対５）

議第８号 令和６年度尾花沢市国民健康保険特別会計予算

可決
（全会一致）

議第９号 令和６年度尾花沢市介護保険特別会計予算
議第10号 令和６年度尾花沢市後期高齢者医療保険特別会計予算
議第11号 令和６年度尾花沢市簡易水道事業会計予算
議第12号 令和６年度尾花沢市農業集落排水事業会計予算
議第13号 尾花沢市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定
議第14号 尾花沢市長期継続契約とする契約を定める条例の一部を改正する条例の制定
議第15号 尾花沢市おもたか奨学金基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例の制定
議第16号 尾花沢市手数料条例の一部を改正する条例の制定
議第17号 尾花沢市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定
議第18号 尾花沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例の一部を改正する条例の制定
議第19号 尾花沢市医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定
議第20号 尾花沢市徳良湖周辺施設等設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定
議第21号 尾花沢市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定
議第22号 尾花沢市営駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定
議第23号 尾花沢市犯罪被害者等支援条例の設定
議第24号 尾花沢市こどもまんなか社会推進協議会設置条例の設定
議第25号 尾花沢市産業創出型シェアハウス設置条例を廃止する条例の設定
議第26号 尾花沢市上柳健康増進施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の設定
議第27号 尾花沢市大石田駅尾花沢口待合所設置条例を廃止する条例の設定
議第28号 権利の放棄
議第29号 権利の放棄
議第30号 権利の放棄
議第31号 権利の放棄
議第32号 権利の放棄
議第33号 尾花沢市固定資産評価審査委員会委員の選任 同意

（全会一致）議第34号 人権擁護委員の推薦
議第35号 令和５年度尾花沢市一般会計補正予算（第10号） 可決

（全会一致）議第36号 尾花沢市介護保険条例の一部を改正する条例の制定

議第37号 尾花沢市教育長の任命 同意
（賛成８・反対５）

議第38号 尾花沢市教育委員会委員の任命 同意
（全会一致）

議会案
第１号 国土強靭化対策の更なる推進を求める意見書の提出 可決

（全会一致）

キラッ

キラッ
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そ
の
よ
う
な
、
ご
相
談
が
あ
れ
ば

応
じ
た
い
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
お

話
か
お
聞
き
し
て
、
対
応
を
考
え
た
い
。

（
土
屋
範
晃
）

企
業
の
人
材
確
保
を
後
押
し
す
る

た
め
に
、
事
業
継
承
や
卒
業
後
の
年
数

等
の
見
直
し
の
他
、
納
税
要
件
や
外
国

人
な
ど
の
要
件
に
つ
い
て
も
緩
和
や
拡

大
の
検
討
は
さ
れ
た
か
。

対
象
要
件
に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢
や

市
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら

よ
り
良
い
制
度
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
対
象
要
件
に
つ
い
て
見
直
し
を
検

討
し
て
い
く
。

（
畑
中
和
恵
）

事
業
内
容
は
。

完
全
無
償
化
に
よ
り
働
き
な
が
ら

子
育
て
を
す
る
世
帯
に
対
し
収
入
や
子

供
の
年
齢
に
関
わ
ら
な
い
経
済
支
援
を

行
う
も
の
。

完
全
無
償
化
の
実
現
は
保
護
者
か

ら
も
喜
ば
れ
て
い
る
が
、
自
宅
で
保
育

す
る
家
庭
へ
の
支
援
も
必
要
で
は
な
い

か
。給

付
と
い
う
形
よ
り
も
遊
び
場
や

安
心
し
て
生
活
で
き
る
場
所
の
提
供
を

考
え
て
い
く
。

（
鈴
木
由
美
子
）

証
明
書
取
得
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
に
不
慣
れ
で
あ
り
、
移
動
手
段
が
な

い
市
民
が
対
象
と
な
る
た
め
、
自
宅
ま

で
出
向
い
て
は
。
今
回
も
各
公
民
館
ま

で
か
。
ま
た
公
民
館
の
証
明
書
発
行
業

務
が
あ
る
が
現
行
の
ま
ま
か
。
令
和
５

年
度
発
行
実
績
は
何
件
か
。

で
き
る
だ
け
近
く
に
出
向
く
。
2

月
末
現
在
４
地
区
で
年
間
40
件
の
実
績

で
あ
る
が
、
業
務
は
継
続
す
る
。

（
和
田
　
哲
）

現
行
の
交
付
要
綱
は
、
夜
間
の
み

営
業
す
る
店
舗
や
独
立
し
た
空
き
店
舗

で
あ
る
こ
と
が
定
義
お
よ
び
条
件
付
け

さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
落
ち
着
い
た
今
後
は
、
ま
ち

の
賑
い
を
創
出
す
る
た
め
に
も
、
夜
間

営
業
の
み
を
行
う
居
酒
屋
の
開
業
や
建

物
の
一
部
を
活
用
し
た
出
店
な
ど
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
緩

和
し
て
は
ど
う
か
。

店
舗
が
増
え
て
、
街
中
が
活
性
化

さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う
、
市
民

ニ
ー
ズ
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
の
情

勢
に
あ
っ
た
内
容
へ
見
直
し
を
検
討
し

て
い
く
。

（
髙
橋
隆
雄
）

ふ
る
さ
と
尾
花
沢
応
援
基
金
事
業

に
お
い
て
、
寄
附
額
を
増
や
す
た
め
に

ど
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
か
。

市
長
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

は
じ
め
、
関
係
団
体
と
連
携
し
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
、
ま
た
リ
ピ
ー
タ
ー

確
保
の
た
め
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等

積
極
的
な
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
市

場
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
新
た
な
返
礼
品

も
考
え
て
い
き
た
い
。

（
安
井
一
義
）

事
業
内
容
と
な
ぜ
ワ
ク
チ
ン
が
2

種
類
あ
る
の
か

近
年
罹
患
率
が
上
昇
し
て
い
る
帯

状
疱
疹
の
罹
患
率
の
減
少
及
び
後
遺
症

の
予
防
の
た
め
希
望
者
に
費
用
の
２
分

の
１
助
成
を
行
う
も
の
。
ま
た
以
前
よ

り
あ
る
生
ワ
ク
チ
ン
と
近
年
承
認
さ
れ

た
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
も
高
い
が

金
額
も
任
意
接
種
の
た
め
高
額
と
な
る
。

65
歳
以
上
は
近
隣
を
参
考
と
し
決
定
し

た
。

（
伊
藤
　
浩
）

体
育
館
を
残
し
て
将
来
的
に
雪
室

に
改
造
し
、
尾
花
沢
市
の
農
産
物
を
貯

蔵
し
て
付
加
価
値
を
高
め
、
有
利
な
販

売
が
出
来
る
よ
う
に
Ｊ
Ａ
と
協
議
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

自
然
の
雪
を
利
用
し
て
雪
室
を
作

り
、
農
産
物
を
有
利
に
販
売
す
る
事
は

有
効
な
手
段
と
考
え
る
。
希
望
す
る
団

体
な
ど
が
あ
れ
ば
、
市
も
一
緒
に
な
っ

て
協
議
し
た
い
と
考
え
る
。

（
菅
藤
昌
己
）

女
性
消
防
職
員
が
採
用
さ
れ
る
。

こ
の
事
業
は
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
整
備

す
る
の
か
。

女
性
職
員
採
用
に
よ
り
、
国
の
整

備
基
準
に
基
づ
き
仮
眠
室
、
浴
室
、
洗

面
所
な
ど
女
性
２
人
用
に
環
境
を
整
備

す
る
予
定
で
あ
る
。

（
菅
野
喜
昭
）

結
婚
・
出
産
祝
金
支
援
事
業

６
２
７
万
５
千
円(

市
民
税
務
課)

と
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業

６
０
１
万
１
千
円(

健
康
増
進
課)

の

申
請
手
続
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
窓

口
で
行
う
の
か
。
ま
た
、
片
方
の
窓
口

に
よ
り
、
手
続
き
が
連
動
す
る
よ
う
な

形
に
な
ら
な
い
の
か
。

趣
旨
と
申
請
時
期
が
異
な
る
た
め

別
々
と
し
て
い
る
。
可
能
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
利
便
性
を
考
え
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
し
て
い
る
。

（
星
川
　
薫
）

荒
楯
朧
気
線
は
尾
花
沢
南
口
の
重

要
な
道
路
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
学

校
建
設
場
所
も
決
定
し
、
バ
ス
通
学
に

お
い
て
も
非
常
に
重
要
な
路
線
で
今
後
、

ど
の
様
に
市
と
し
て
整
備
し
て
い
く
つ

も
り
な
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

今
後
、
荒
楯
線
に
つ
い
て
は
、
統

合
小
学
校
が
開
校
し
た
際
に
は
、
全
地

区
か
ら
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
集
ま
る
。

保
護
者
の
送
迎
な
ど
大
幅
な
交
通
量
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
立
地
適
正

化
計
画
の
用
途
区
域
の
見
直
し
を
図
り
、

新
た
な
都
市
計
画
道
路
と
し
て
整
備
し

て
い
く
こ
と
が
出
来
な
い
か
検
討
す
る
。

（
青
野
隆
一
）

来
年
度
か
ら
ス
イ
カ
農
学
校
や
就

農
Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
を
新
設
す
る
な
ど
、
日

本
一
と
も
い
え
る
制
度
だ
。
こ
れ
ま
で

新
規
就
農
者
は
ど
の
位
い
る
の
か
。

こ
の
５
年
間
で
市
外
か
ら
19
名
、

２
年
間
で
市
内
で
６
名
、
親
元
就
農
が

12
名
の
37
名
の
方
が
新
規
に
就
農
し
た
。

今
後
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め

た
い
。

（
大
類
好
彦
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
少
雪
な
ど
で
就
業
が
少
な
く
運
営

が
厳
し
い
と
聞
い
て
い
る
。
現
在
事
務

所
の
家
賃
は
月
10
万
円
、
年
１
２
０
万

円
を
支
払
っ
て
い
る
。
何
と
か
施
設
な

ど
に
入
れ
て
運
営
の
負
担
軽
減
を
し
て

も
ら
え
な
い
か
。

QQ

Q

QQ

QQ

Q

QQ Q AAAAA

AA

AA

A

A A

市民の希望となる予算 か？ 総括質疑
総括質疑 １日目 総括質疑 ２日目

A Q

QA

	帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業

旧
常
盤
小
学
校
解
体
事
業

保
育
料
無
償
化
事
業

移
動
市
役
所
導
入
事
業

商
業
店
舗
活
性
化
補
助
金

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
事
業

じ
も
と
就
職
応
援

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
激
励
金

消
防
庁
舎
整
備
事
業

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援

荒
楯
朧
気
線
整
備
事
業

新
規
就
農
者
確
保
対
策
事
業

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

初
の
女
性
職
員
採
用

移
動
市
役
所
車
両

旧
常
盤
小
学
校

議長と委員長は質疑できません。

議　長　菅野　修一
委員長　鈴木　　清
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　予算特別委員会は予算案を慎重に審査するため、3月12日から14日の３日間に
かけて、各常任委員会を母体とする２つの分科会を設置しました。それぞれの分
科会では終始活発な質疑応答や要望等の意見が出されましたが、その審査結果に
ついて要約した主なものをお伝えします。

分科会委員長報告

こちら動画がご覧になれます

第１
分科会

第２
分科会

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

歳入 歳出
市税・固定資産税
R６年度は、個人市民税におい
ての定額減税を受ける方や、固
定資産税においてはR６年度の
評価替えの年であり、宅地の価
格が下落し、住宅の新増築件数
が少なかったことなどから減額
を見込む。

入湯税
銀山温泉の観光客や市内の日帰
り温泉施設の利用者数が、コロ
ナ前の水準に回復していること
から増額を見込む。

環境衛生活動への取り組み
花笠まつり後の清掃ボランティアと秋
のクリーン作戦は時期が重なっている
ため、開催時期の見直しを要望。

農林業振興
市ホームページ内で就農に特化したサ
イト開設は、すいか農学校を全国に
PRするためにも、SNSも活用し広く
情報発信されるよう要望。

観光振興
R５年度はコロナウイルス感染症による観光客数も回復基調にあった
実績を踏まえ、R６年度はパレードの音響や照明を整備されるよう要
望。

道路の新設改良
発注時期や施工期間は、市内の建設業界における高齢化や人材不足等
の課題を懸念し、余裕を持ち特定期間に集中しないよう要望。

中央診療所施設勘定（特別会計）
持続可能な診療体制の維持のため、医師および看護師等の確保と経営
の適正化に努められるよう要望。

大石田通学線
市役所と大石田駅を結ぶ大石田通学線は、
利用者のニーズにあわせ17時台のバスが
１本増便される。

統合小学校の造成工事
着工は6月頃、竣工は降雪前の11月頃を目
途にしているが、レイアウトの変更など市
民の意見に柔軟に対応されるよう要望。

地域おこし協力隊
今後は協力隊員がお互いに支えあえるよう、
同一活動へ複数名を任用し、地域の方との
交流の場を増やされるよう要望。

３ 月 定 例 会 一 般 質 問

鈴
木
由
美
子

1) 尾花沢市観光物産協会
2) 産業振興への取り組み
3) 花笠高原スキー場

青
野
隆
一

1) 急激な人口減少への対応策
2) 尾花沢市公共施設等総合管理計画
3) 尾花沢市小中学校建設基本構想・　
小学校建設基本計画

伊
藤
　
浩

1) 新年度の予算
2) 地域防災計画の在り方
3) 御所山林道の整備

髙
橋
隆
雄

1) 市の防災計画再点検
2) 観光客等に対する環境整備
3) 学校建設
4) 北村山公立病院建設

菅
野
喜
昭

1) 徳良湖周辺の整備
2)「ふるさと振興公社」の経営改善計画
の概要

星
川
　
薫

1) 尾花沢市中央診療所の将来ビジョン
2) ゼロカーボンシティに向けた来年度の　
取り組み

3) 地域活性化起業人の継続

菅
藤
昌
己

1) 介護保険
2) 悠美館 (学習情報センター )
3) 地籍調査の実施状況と今後の見通し

土
屋
範
晃

1) 市内産業の現状認識と新年度の　　　　
重点振興策

2) 福原工業団地における除排雪対策
3) 職員提案制度の実施状況と　　　　　　
次年度以降の展望

鈴
木
　
清

1) 統合小学校基本設計
2) おもたか奨学金の学力要件
3) 文化・芸術・イベント事業

9人の議員は
こう質た

だした!

尾花沢どうする！どうなる？

一般質問

〇囲み数字は本文に掲載

ピカピカの大石田通学線バス

４年振りの本格開催となった花笠まつり

小児科医決定（中央診療所）
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自
主
財
源
の
減
少
、
市
債
大
幅

増
を
見
込
ん
だ
予
算
が
提
示
さ

れ
た
。
企
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
の

実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
市
内
事
業
所
が
抱

え
る
、
経
済
的
落
ち
込
み
や
従
業
員
不
足
、

外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
な
ど
の
問
題
解

決
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
市
内
経
済

を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
の
か
。

企
業
対
策
専
門
員
が
企
業
訪
問

で
得
た
、
企
業
の
動
向
を
毎
月

報
告
を
受
け
、
行
政
内
部
や
企
業
間
で
共

有
を
図
り
な
が
ら
、
政
策
や
地
域
活
性
化

に
結
び
つ
け
て
い
る
。

従
業
員
不
足
の
原
因
を
、
少
子

化
問
題
と
北
村
山
高
校
の
生
徒

の
減
少
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
「
少

年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
」
を
北
村
山
高
校
の

一
部
を
借
り
て
開
催
し
、
高
校
生
の
Ａ
Ｉ

部
と
連
携
す
る
な
ど
、
送
迎
付
き
添
い
の

家
族
に
高
校
へ
の
関
心
を
持
っ
て
頂
く
機

会
は
作
れ
な
い
の
か
。

「
Ｒ
３
４
７
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
を

始
め
、
県
や
民
間
事
業
所
と
連
携

し
た
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
、
小
学

生
対
象
の
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
、
北
村

山
高
校
生
対
象
の
企
業
経
営
者
ら
と
語
ら

う
機
会
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。

学
校
建
設
、
新
ご
み
焼
却
場
、
公

立
病
院
な
ど
の
大
型
事
業
が
同
時

進
行
す
る
。
市
民
に
対
し
、
財
政
計
画
を

公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

最
新
の
決
算
状
況
等
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
、
よ
り
精
度
の
高
い
財
政

計
画
を
公
表
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

統
合
小
学
校
の
学
級
数
は
、
人
口

減
少
で
ど
う
変
わ
る
の
か
。

令
和
９
年
度
の
開
校
時
は
17
ク
ラ

ス
で
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
５
年
後

の
令
和
14
年
度
に
は
12
ク
ラ
ス
に
な
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

空
き
教
室
は
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
の
か
。

各
学
年
で
使
え
る
学
級
に
活
用
し

た
い
。さ
ら
に
15
年
後
に
は
各
学

年
１
ク
ラ
ス
に
な
る
想
定
も
あ
る
が
、
そ

の
時
は
中
学
校
建
設
と
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
。閉

校
す
る
校
舎
の
利
活
用
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

地
方
創
生
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
委
託
し
て
い
る
。
一
例
と
し

て
、
宿
泊
施
設
や
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
、

お
年
寄
り
の
集
会
場
な
ど
の
提
案
が
あ
る
。

可
能
で
あ
れ

ば
、
令
和
６

年
度
中
に
は

素
案
を
示
せ

る
よ
う
取
り

組
み
た
い
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
す
べ
く
案

内
看
板
等
の
外
国
語
表
記
を
整
備

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
観
光
案
内

に
も
力
を
入
れ
、
市
内
観
光
促
進
に
さ
ら

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

多
言
語
表
記
で
の
案
内
看
板
等
は

不
足
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

優
先
順
位
を
決
め
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
言
語
の
変

換
や
、
動
画
や
音
声
で
情
報
提
供
し
て
い

く
。
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
大
石
田
駅
と

連
携
し
な
が
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

路
線
バ
ス
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

民
間
事
業
者
と
も
検
討
し
、
官
民

連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
。

外
国
人
観
光
客
の
災
害
発
生
時

に
お
け
る
避
難
誘
導
対
策
は
で

き
て
い
る
か
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
つ
い
て

は
観
光
外
国
人
向
け
の
「
多
言
語

対
応
防
災
サ
イ
ト
」
の
啓
発
や
、「
災
害

時
の
指
差
し
会
話
」
の
指
差
し
シ
ー
ト
に

よ
る
避
難
誘
導
の
推
進
を
検
討
し
、
観
光

外
国
人
に
対
し
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
伝

達
の
環
境
を
整
備
し
、
円
滑
な
避
難
誘
導

体
制
の
構
築
に
努
め
る
。

３
年
計
画
の
全
体
工
事
費
が

１
億
３
４
０
０
万
と
多
額
の
費

用
が
発
生
す
る
広
場
整
備(

芝
張
事
業)

は

市
民
の
意
見
を
聞
く
プ
ロ
セ
ス
は
あ
っ
た

の
か
。
維
持
管
理
費
の
見
積
り
も
甘
い
の

で
は
な
い
か
な
ど
、
反
対
意
見
も
多
く
聞

か
れ
る
。
菜
の
花
畑
や
そ
ば
畑
な
ど
尾
花

沢
に
ふ
さ
わ
し
い
作
物
を
植
栽
す
る
な
ど

の
活
用
を
含
め
、
市
民
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
事
業
内
容
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

当
初
の
徳
良
湖
整
備
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
等
を
反
映
し
、
緑
地
公

園
と
計
画
し
て
い
た
。
今
回
の
緑
地
整
備

は
方
向
性
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
は
な

い
た
め
に
、
市
民
へ
は
市
報
を
通
じ
て
知

ら
せ
る
。
整
備
後
の
維
持
管
理
費
に
つ
い

て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
芝
の

管
理
を
参
考
に
積
算
し
て
い
る
。
芝
の
生

育
状
況
や
物
価
変
動
に
よ
り
、
維
持
管
理

費
の
推
移
が
想
定
さ
れ
る
が
、
周
辺
の
芝

管
理
と
一
体
的
に
行
う
な
ど
、
経
費
の
圧

縮
に
努
め
た
い
。

少
雪
に
よ
る
商
工
業
へ
の
経
済
的
影
響
の
把
握
と
対
策
は

福
原
中
の
地
方
債
残
高（
借
金
）は
ど
の
位
か
？

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
環
境
整
備
は

徳
良
湖
畔
の
緑
化
整
備
は
市
民
の
意
見
を
聞
い
た
の
か

影
響
は
限
定
的
で
給
付
金
で
の
支
援
の
必
要
性
は
薄
い

今
年
度
末
で
１
億
３
１
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い
る

多
言
語
表
記
は
不
足
と
認
識
し
て
い
る

方
向
性
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
の
で
、
市
報
で
知
ら
せ
る

鈴
すず

木
き

由
ゆ

美
み

子
こ

 議員伊
い

藤
とう

 　浩
ひろし

 議員

青
あお

野
の

 隆
りゅう

一
いち

 議員髙
たか

橋
はし

 隆
たか

雄
お

 議員

問問 答答

農業・商業・工業

があって

街が成り立つ！

問問問

問 問問

問問

問問

答

答答

答答

答答 答答答

尾花沢・大石田少年少女発明クラブ徳良湖芝張予定地

福原中の運動会の様子

外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

市民との

合意形成が

最優先だ！

観光客の

受入体制

大事だなぁ

一般質問一般質問

雪深い尾花沢の春

黄色一面の菜の花は

きれいだろうなあ

問問 答答
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市
内
の
各
産
業
界
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
認
識
で
あ
る
か
。
ま
た
、

令
和
６
年
度
に
お
け
る
重
点
振
興
策
に
ど

の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
か
。

県
内
で
は
特
に
、
建
設
、
製
造
、

卸
売
、
サ
ー
ビ
ス
の
４
業
種
の

景
気
悪
化
が
顕
著
で
あ
り
、
今
後
本
市
経

済
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
る
。
ど
の
業
種

に
お
い
て
も
慢
性
的
な
人
材
不
足
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
打
開
す

る
た
め
に
Ｄ
Ｘ
／
IoT
に
よ
る
省
力
化
、
外

国
人
労
働
者
受
入
な
ど
の
新
た
な
取
組
を

希
望
す
る
企
業
と
先
進
地
視
察
を
実
施
し

て
い
る
。
長
期
的
な
取
組
と
し
て
「
企
業

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
中
学
１
年
生
に
も
配

布
し
て
地
元
企
業
の
魅
力
発
信
に
努
め
る
。

ま
た
、
企
業
間
連
携
や
高
付
加
価
値
化
、

受
注
支
援
の
取
組
と
し
て
「
Ｒ
３
４
７
交

流
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
た
。
新
年
度
の

重
点
振
興
策
と
し
て
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
」
や
「
家
計
応
援
ご
っ
つ

お
券
発
行
事
業
」
を
計
上
し
て
お
り
、
経

済
の
下
支
え
を
行
い
な
が
ら
、
引
き
続
き

情
報
収
集
と
企
業
の
伴
走
支
援
に
尽
力
し

て
い
く
。

第
９
期
介
護
計
画
が
始
ま
る
が
、

介
護
認
定
審
査
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図
っ
て
は
い
か
が
か
。

ま
た
、
認
知
症
徘
徊
対
策
を
ど
の
よ
う
に

実
施
し
て
い
る
か
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た

位
置
情
報
端
末
を
活
用
し
て
は
い
か
が
か
。

予
防
事
業
の
拡
大
と
充
実
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

国
の
通
知
に
よ
り
対
面
以
外
で

の
認
定
審
査
会
の
実
施
が
可
能

で
あ
る
。
印
刷
コ
ス
ト
を
削
減
し
業
務
効

率
化
を
は
か
る
た
め
、
近
隣
自
治
体
の
状

況
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
認

知
症
徘
徊
対
策
と
し
て
万
が
一
行
方
不
明

に
な
っ
た
と
き
早
期
発
見
、
保
護
で
き
る

よ
う
に
、
徘
徊
高
齢
者
等
支
援
事
業
を
お

こ
な
っ
て
い
る
が
、
登
録
者
は
41
名
と

な
っ
て
お
り
情
報
を
関
係
機
関
で
共
有
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の
貸
出

等
を
含
め
認
知
症
を
抱
え
る
家
族
が
安
心

し
て
生
活
が
営
め
る
よ
う
検
討
す
る
。
好

評
の
介
護
予
防
事
業
『
足
腰
ら
く
ら
く
運

動
』
ク
ラ
ブ
な
ど
多
く
の
方
が
参
加
で
き

る
よ
う
定
員
を
増
や
し
て
い
く
。

観
光
支
援
員
と
し
て
３
年
間
従
事

し
て
き
た
が
、そ
の
内
容
や
実
績
は
。

台
湾
や
タ
イ
に
向
け
オ
ン
ラ
イ

ン
ト
リ
ッ
プ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
ダ
イ
レ
ク
ト
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
旅

行
会
社
数
社
と
商
談
会
を
し
な
が
ら
、
本

市
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。
成
果
と
し
て
は
、

台
湾
か
ら
の
来
客
が
多
く
銀
山
や
徳
良
湖

ス
ノ
ー
ラ
ン
ド
が
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る

こ
と
や
Ｊ
Ａ
Ｌ
ふ
る
さ
と
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

と
市
内
の
和
菓
子
店
と
の
共
同
で
開
発
し

た「
紅
粕
練ｰBENIKANUREｰ

」が
あ
る
。

継
続
や
新
た
な
分
野
で
の
活
用

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

活
用
分
野
を
限
定
せ
ず
に
幅
広

い
分
野
で
人
材
を
募
集
す
る
と

い
う
考
え
方
も
あ
る
か
と
思
う
の
で
、
そ

う
い
っ
た
点
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
国
の

制
度
な
ど
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

地
域
活
性
化
起
業
人
の
継
続
は

積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
べ
き
制
度
で
あ
る

問答

経
営
改
善
計
画
に
つ
い
て
、
ふ
る

さ
と
振
興
公
社
か
ら
の
説
明
は

株
主
総
会
の
際
、
詳
細
に
わ
た

り
説
明
を
受
け
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
経
営
改
善
計
画
の
概
要
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
は

①
令
和
２
年
か
ら
行
っ
て
き
た
『
経
営
改

革
』
を
さ
ら
に
強
力
に
進
め
る
こ
と

②
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
高
騰
に

よ
る
赤
字
、
長
年
に
わ
た
る
赤
字
体

質
、
こ
の
２
つ
の
経
営
赤
字
の
克
服

③
社
員
の
意
識
改
革
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
対
策

④
社
内
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

機
能
の
強
化

こ
れ
を
基
に
、
改
善
策
や
目
標
額
を
設
定

し
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ
と
。

そ
の
説
明
を
受
け
て
、
市
と
し
て

ど
の
様
な
指
導
を
行
っ
た
か
。

施
設
を
所
管
す
る
担
当
部
署
と

『
経
営
戦
略
会
議
』
を
毎
月
開
催

し
て
お
り
、
部
門
ご
と
に
収
支
分
析
・
報

告
を
受
け
、
次
月
に
向
け
て
の
改
善
策
、

新
た
な
取
り
組
み
の
提
案
な
ど
助
言
・
指

導
ま
た
、
山
形
県
企
業
振
興
公
社
か
ら
も

職
員
の
派
遣
を
い
た
だ
き
、
ス
ピ
ー
ド
感

あ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
見
込
ん
で
い
る
か
。

令
和
５
年
度
以
降
の
ふ
る
さ
と
振

興
公
社
の
決
算
は
黒
字
化
を
目
指

し
て
い
く
も
の
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
も
市
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
振

興
公
社
と
の
定
期
的
な
経
営
戦
略
会
議
を

継
続
す
る
中
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
施
設
の
在
り
方
や
問
題
解
決
策
な
ど
に

つ
い
て
の
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

菅
すが

野
の

 喜
よし

昭
あき

 議員菅
かん

藤
とう

 昌
まさ

己
き

 議員

星
ほし

川
かわ

 　薫
かおる

 議員土
つち

屋
や

 範
のり

晃
あき

 議員

黒字を増やし、

赤字を減らす

経営改善 頑張れ

国の支援を

有効に

使わないと

問問

問

問

問問 問

答答

答答

答答 答

所得向上や

定住対策のためにも

産業振興を！

「尾花沢市に生きて

よかった」といって

いただけるように

雪押場や雨水対策が必要な工業団地 共同開発した紅粕練

一般質問一般質問

『 

ふ
る
さ
と
振
興
公
社
』
経
営
改
善
計
画

問
題
解
決
な
ど
指
導
し
て
い
く

問答
認
知
症
高
齢
者
徘
徊
対
策
に
つ
い
て

徘
徊
対
策
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
含
め
検
討
し
て
い
く

新
年
度
の
産
業
振
興
に
つ
い
て

経
済
の
下
支
え
と
伴
走
支
援
に
尽
力

問答

問答

地域活性化起業人制度
特別交付税措置
○派遣元企業に対する負担金など起業人の受入

に要する経費 上限額 年間５６０万円／人
○起業人が発案・提案した事業に要する経費　

上限額 年間１００万円（措置率０．５）／人
○起業人の受入準備経費 上限額 年間１００万

円（措置率０．５）／団体
（派遣元企業に対する募集・PR、協定締結の
ために必要となる経費）

期間　６ヵ月～ ３年
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広域組合議会の報告
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

尾
花
沢
市
大
石
田
町

環
境
衛
生
事
業
組
合
議
会

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

　

３
月
22
日
定
例
会
を
開
催
し
、 

令
和
５
年
度
水

道
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認
の
ほ
か
、

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
、
令
和
５
年
度
補
正

予
算
並
び
に
、
水
道
事
業
会
計
の
資
本
剰
余
金
の

処
分
と
ゴ
ミ
袋
使
用
料
及
び
証
紙
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
13
議
案
を
可

決
し
た
。

１　

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会
は
、
第
１
回

定
例
会
を
３
月
26
日
に
、
東
根
市
議
場
で
開

催
し
、
令
和
６
年
度
北
村
山
公
立
病
院
組
合
事

業
会
計
予
算
、
３
市
１
町
の
負
担
金
額
な
ど

5
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。
病
院
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正
で
、
地
域

住
民
に
対
し
診
療
内
容
の
専
門
性
を
明
確
に

す
る
た
め
、
新
た
に
肛
門
外
科
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

２　
概　
要

⑴　
令
和
６
年
度
予
算

　
　
　
病
院
事
業
収
益
52
億
４
２
３
万
円
、

　
　
　
同
費
用
58
億
７
５
０
５
万
円
の
赤
字
予
算
。

傍
聴
者

 
 

の
声

　
３
月
の
定
例
会
で
は
延
べ
48
人
の
方
が

傍
聴
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
の

定
例
会
は
6
月
に
開
催
の
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
傍
聴
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

傍
聴
に
来
た
方
の
感
想

　

傍
聴
者
が
多
く
お
り
、
関
心
の

高
さ
が
見
て
と
れ
た
。

　

初
め
て
の
議
会
傍
聴
で
期
待
し

て
い
た
が
、
質
問
と
答
弁
が
う
ま

く
か
み
合
っ
て
い
な
い
気
が
す
る
。

　

市
民
懇
談
会
や
説
明
会
な
ど
は
、

本
来
議
員
さ
ん
が
積
極
的
に
開
催
、

実
施
す
べ
き
も
の
と
思
い
ま
す
。

傍
聴
者
に
も
行
政
用
語
を
解
説
し

た
資
料
や
同
じ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
準

備
し
て
、
即
時
横
断
的
な
情
報
共

有
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

 

表 

彰　

尾
花
沢
市
表
彰
規
則
に
基
づ
き
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

◎
議
員
12
年
表
彰

　
　
大
類　
好
彦  

議
員

　
　
青
野　
隆
一  

議
員

　
　
塩
原
未
知
子  

前
議
員

◎
議
員
８
年
表
彰

　
　
伊
藤　
　
浩  

議
員

　
　
鈴
木　
　
清  

議
員　

２
月
23
日
の
説
明
会
で
多
く
の
市

民
が
参
加
し
、
期
待
と
不
安
の
質

問
が
あ
っ
た
。
以
下
お
尋
ね
し
た
い
。

①
定
番
の
桜
並
木
と
相
撲
場
の
計
画
は
あ

る
か
。

②
ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

③
図
書
室
が
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

と
な
っ
て
い
る
が
、
学
校
司
書
の
配
置
、

悠
美
館
と
の
連
携
は
。

④
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
お
迎
え
は
。

⑤
交
流
棟
は
市
民
が
利
用
で
き
る
か
。

①
樹
木
の
剪
定
は
検
討
し
、
相
撲

場
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
が
な
い
た
め

計
画
し
な
い
。

②
目
的
は
、
自
然
や
環
境
へ
の
理
解
・
い

こ
い
の
場
・
生
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
こ
と
。

③
読
書
力
向
上
推
進
委
員
を
配
置
す
る
。

授
業
で
活
用
す
る
本
の
団
体
貸
し
出
し

な
ど
連
携
す
る
。

④
保
護
者
に
お
迎
え
に
来
て
い
た
だ
く
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。

⑤
交
流
棟
の
地
域
開
放
は
、
学
校
に
よ
る

管
理
を
想
定
。
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
の

た
め
、
ど
の
よ
う
な
活
用
方
法
が
良
い

か
研
究
し
た
い
。

図
書
室
の
大
階
段
は
ど
う
使
う
の
か

２・３
階
を
つ
な
ぎ
、
学
習
発
表
を
行
う

問答

　
３
月
25
日
に
、
村
山
市
議
場
で
の
定
例
会
に
お

い
て
令
和
6
年
度
一
般
会
計
予
算
と
関
係
市
町
村

負
担
金
の
２
案
件
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。
ま
た

追
加
提
案
さ
れ
た
尾
花
沢
市
の
教
育
委
員
人
事
案

に
お
い
て
前
任
者
の
辞
任
に
伴
い
村
松
真
氏（
66
）

を
同
組
合
の
教
育
委
員
会
の
委
員
に
新
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
９
３
３
０
万
円
で
北
村
山
視
聴

覚
教
育
セ
ン
タ
ー
の
冷
暖
房
の
更
新
な
ど
を
行
う
。

鈴
すず

木
き

 　清
きよし

 議員

「画くときも 散る

時も 母校の桜」
(基本設計に市民の声を！)

問答

ラーニングコモンズの大階段

一般質問

建替予定地

R6年度　３市１町の負担金

市町名 負担金（万円） 比率

東 根 市 3,373 39.9%

村 山 市 2,567 30.4%

尾花沢市 1,561 18.5%

大石田町 946 11.2%

合　計 8,447 100%

R6年度　３市１町の負担金

市町名 負担金（万円）
普通交付税充当
後の実質負担額

（万円）

東 根 市 59,970 44,831

村 山 市 33,175 24,800

尾花沢市 15,977 11,949

大石田町 7,193 5,378

合　計 116,315 86,958




